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は　じ　め　に

　兵庫県では、昭和 63 年度から小学校５年生を対象とした自然学校推進事業が始まり、今年度で 23 年が経

過しました。また、平成 19 年度から始まった小学校３年生を対象とした環境体験事業が平成 21 年度には全

小学校で実施されることとなり、自然学校推進事業とあわせ本県の小学校段階における体験活動の実施体制

が整うこととなりました。

　一方、国の方でも、総務省・文部科学省・農林水産省の３省が連携して、長期宿泊体験を推進する「子ど

もの農山漁村交流プロジェクト」をスタートさせるとともに、平成 23 年度から本格実施される新学習指導

要領においても、「体験活動の重要性」が盛り込まれました。

　このように体験活動の重要性が全国的な広がりを見せつつ、「兵庫県の自然学校」は教育的効果をあげな

がら今日に至っていますが、さらなる自然学校の充実、特色ある自然学校の創造に向け、中核施設である兵

庫県立南但馬自然学校の果たす役割は重大であると考えています。

　兵庫県立南但馬自然学校では、平成 13 年度から、「兵庫県立南但馬自然学校調査・研究委員会」を設置し、

自然体験や集団生活等をとおして、子どもたちに「生きる力」をはぐくむ自然学校の一層の充実を図るため、

様々な調査研究を進めています。

　本冊子は、平成 21 年度と平成 22 年度の研究テーマにそった取組内容及び成果と課題をまとめたものです。

「兵庫県立南但馬自然学校調査・研究委員会」の設立当初から関わって頂いている山田委員長を始め、髙見

委員、中野委員、甲斐委員の自然学校や野外活動に関する研究成果からの助言をもとに作成しています。本

冊子を多くの自然学校関係者の方々に、自然学校の一層の充実、推進のための基礎資料としてご活用頂けれ

ば幸いです。

　なお、本研究紀要の作成にあたり、アンケートにご協力いただいた各小学校児童をはじめ、その保護者や

学校関係者の皆様に心から感謝し、厚くお礼申し上げます。

　平成 23 年３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県立南但馬自然学校　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 副校長　内　橋　紀　裕　　



　今回の研究テーマは「兵庫県自然学校における実施期間の弾力化による影響　―4 泊 5 日の実施を受けて

―」と「環境教育を視野に入れたプログラム展開等」となっています。

　前者は自然学校推進事業発足以来、本事業の特徴でもある 5 泊 6 日という実施期間が 4 泊 5 日でもよいと

なったことによる影響を、児童、保護者、教員、プログラムの観点から調べたものです。期間短縮の影響が

見うけられない事柄もあれば影響が見うけられる事柄もありました。どのような事業でもそうですが、内容

変更により得るものもあれば失うものもあります。その克服が今後の課題と言えましょう。

　後者は前回（H19・20 年度）行われた研究を引き継ぐもので、プログラムのねらいや展開の内容と児童の

自然や環境に対する認識や態度の変化にどのような関連性が見いだせるのかを調べたものです。全体的に、

適正なプログラム展開が行われると指導者側から見て肯定的な結果を得られているようですが、自然学校の

期間のみに効果を期待することの難しさも垣間見えています。自然学校の特徴を最大限に生かしつつ、日常

の教育活動との有機的な関連性を強めていくことがこれからの課題といえるのではないでしょうか。

　昨年末に自然学校校長森本雅樹先生が急逝され、ほんとうに残念でたまりません。森本先生は常々多くの

人々に向けてやさしく、ひらたい言葉で自然学校の在り方を語っておられたことが印象的でした。私もお話

を聞くたびに、自分の心の窓を開かせていただいたように覚えております。もしかしたら先生の本意と違っ

ているかもしれませんが、先生のメッセージを私なりに次のように受け止めております。現代社会に暮らす

私たち、特に子どもたちにとって「自然」の中に飛び込むということは、単に物理的に移動するということ

だけではなく、あらゆる意味において日常から非日常の世界に、空間的にも時間的にも、精神的にも身体的

にも、そして社会的にも解き放たれることが大切だということを語っておられたのではないでしょうか。こ

の先生の遺志を受け継ぐならば、兵庫県の自然学校が真の意味でこれからも「自然＝心身の解放の場」であ

り続けてほしいと願うものです。

　平成 23 年３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県立南但馬自然学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査・研究委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  委員長　山　 田　　　誠
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兵庫県自然学校における実施期間の弾力化による影響―４泊５日の実施を受けて―

１ 目的

　⑴ 実施期間の弾力化となった背景

　兵庫県が昭和 62 年に開催した「こころ豊かな人づくり懇話会」の提言を受け、昭和 63 年度から県
下の公立小学校の５年生を対象に５泊６日の自然学校推進事業が始まった。初年度の昭和 63 年度には
113 校が、平成２年度には 535 校が、そして平成３年度には全小学校が自然学校を実施するようになり、
23 年が経過した。
　この間、平成７年には阪神・淡路大震災が発生し、生命の尊厳や助け合いの大切さなど貴重な教訓
を学んだ。その矢先、平成９年には神戸市須磨区の痛ましい事件が起き、現代の子どもたちの抱えて
いる心の問題の深刻さや自然体験、社会体験の不足などの課題が指摘された。これらのことから、県
が設置した「心の教育緊急会議」の「幼児期からの生活体験や自然体験などの直接的な体験を積ませ、
みずみずしい感性や豊かな人間関係を育てることが必要である」という提言を踏まえながら、本県で
は「心の教育」の充実をめざしているところである。
　また、平成 19 年度からは、県下の公立小学校の３年生児童を対象に、命の営みやつながり、命の大
切さを学ぶため、自然に触れ合いながら体験型環境学習を行う環境体験事業も始まった。
　平成 21 年度には、

　　①　平成 19 年度から計画的に実施してきた小学校３年生を対象とした環境体験事業が全校実施となり、
　　　自然学校推進事業とあわせて本県の小学校段階における体験活動の実施体制が整うこと　
　　②　自然学校評価検証委員会から「命の大切さ等を発展的に学ぶため、環境体験事業と自然学校との系
　　　統性、関連性を持たせること」が提言されたこと

等を踏まえ、自然学校推進事業の実施要項の変更が行われ、環境体験事業との関連を図ったり事前事
後の体験活動を充実させたりすることを条件に自然学校は４泊５日以上で実施できるようになった。
　その結果、平成 21・22 年度の兵庫県立南但馬自然学校（以下「本校」という。）利用校は、すべて
４泊５日での実施となった。

　⑵ 本調査の目的

　本調査・研究委員会では、これまでも自然学校の効果に注目し、５泊６日の長期で行われるプログ
ラムが参加する児童にとって多くの効果をもたらすことを報告しているが１）、この期間短縮による自
然学校の効果への影響やその他の影響について何らかの検証を行うことは喫緊の課題であると認識し、
以下の点について検証することを本研究の目的とした。

　　①自然学校は５泊６日から４泊５日に期間が短縮されたが児童にとっての効果は認められるか。
　（自然学校期間短縮後の効果）

　　②保護者から見た自然学校は期間短縮によって変化したか。　　　（保護者から見た自然学校期間短縮）
　　③教員からみた期間短縮による自然学校への影響はどうであったか。

（教員から見た自然学校期間短縮）
　　④自然学校で実施されるプログラムは期間短縮によって変化したか。

（自然学校期間短縮がプログラムに与えた影響）
　以上の観点から、本報告では、平成 21 年度、22 年度に実施された自然学校を検証し、期間短縮によ
る自然学校への影響を評価した。なお、①については、IKR 評定用紙簡易版を用いて、児童の生きる
力の変化を検証した。IKR 評定用紙簡易版とは、自然体験活動等の非日常の体験活動が青少年の「生
きる力」に及ぼす影響を測定するため、筑波大学の橘らが開発した「IKR 評定用紙」を用いて行う調
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査の簡易版で使用する評定用紙である。「生きる力」という概念を細分化し、「嫌なことは嫌とはっき
り言える」「誰とでも仲良くできる」「人の心の痛みがわかる」等といった質問に対して６段階で回答
を求めるアンケートで、事前と事後に実施し、トータル得点としての IKR 得点、中間尺度としての「心
理的社会的能力得点」「徳育的能力得点」「身体的能力得点」、そして、下位因子としての「非依存」「積
極性」「明朗性」「交友・協調」「現実肯定」「視野・判断」「適応行動」「自己規制」「自然への関心」「ま
じめ勤勉」「思いやり」「日常的行動力」「身体的耐性」「野外技能・生活」が測定され、それらの点数
を比較することで体験前後の生きる力の変化を評価するものである。②については、平成 16 年に保護
者に対して実施した調査を改めて平成 21 年度自然学校実施校の保護者に対して行い、その違いについ
て検証することとした。そして、③については、平成 21 年度自然学校実施校の担当者に対して調査を
行い、④については、平成 20 年度、21 年度、22 年度に本校を利用した小学校の実施プログラムを検
証し評価することとした。

２ 方法

　⑴ 自然学校期間短縮後の効果

　調査は前述の IKR 評定用紙簡易版を用い、各小学校で実施された自然学校の開始時、終了時に調査
担当者が質問文を読み上げ、児童が回答する形で実施した。なお、IKR 評定用紙２）については、平野
らが開発した簡易版の質問 28 項目のうち、「とても痛いケガをしても、がまんできる」「洗濯機がなく
ても、手で洗濯できる」「お金やモノのむだ使いをしない」を自然学校のプログラムに合わせて、従来
の IKR 評定用紙の質問項目から同一下位因子である「身のまわりの片付けやそうじができる」「なが
い距離を歩くことができる」「自分で食事が作れる」を採用し、変更したものを用いた。また、調査実
施校は、教育事務所単位に抽出し、平成 21 年度には９校を、22 年度には８校を調査対象とし、分析対
象は評定用紙への記入ミスのない児童の調査結果を分析対象とし、統計分析にはエクセル統計 2000 を
用いた。なお、分析には、自然学校開始時と終了時の差を確認するため、平均値の差の検定を行った。
この検定は、自然学校前後での IKR 得点の変化が統計的に意味のあるものかを確認するもので、その
精度は有意水準として表される。本報告では、「１％」（表では、ｐ <0.01 及び、＊＊と表記）、「５％」

（表では、ｐ <0.05 及び＊と表記）、「有意傾向」（ｐ <0.10）を基準として用いた。そのため、表１、表
２において、「＊＊」、「＊」、及び「有意傾向」と表記されている小学校では、それぞれの有意水準で
統計的にその差が認められることを意味している。

　⑵ 保護者から見た自然学校期間短縮

　平成 16 年度に調査を実施した「自然学校が与えた影響について～平成 8 年度の調査と比較して～」３）

において利用したアンケート用紙を用いて、平成 21 年度自然学校実施校の保護者に対して調査を実施
した。なお、配布方法は、実施校の担当教員に依頼し、記入後、同じく担当教員を通して回収する形
をとり、回収率は 83.3 ％であった。また、統計分析にはエクセル統計 2000 を用いた。なお、分析には、
平成 21 年度時と平成 16 年度時を比較するため、それぞれの年の順位を求め、順位相関係数を求めた。
すなわち、この値が 1.00 に近ければ両年度の順位に相関があって変化のないことを示し、0.00 に近け
れば両年度の順位に相関がなく、何からの変化がある可能性を示している。そして、さらに求めた順
位相関係数には統計的検定を行い、その判定に統計学視点を加えた。判定については、平均値の差の
検定と同様に有意水準として、「１％」（表では、ｐ <0.01 と表記）、「５％」（表では、ｐ <0.05 と表記）
を基準として用いた。そのため、各表の表題にｐ <0.01、あるいはｐ <0.05 と表記されている項目は、
それぞれの有意水準で統計的に両者に相関があることが認められることを意味している。
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　⑶ 教員から見た自然学校期間短縮

　平成 21 年度自然学校実施校から抽出した９校の自然学校担当教員に対してアンケート調査（資料 3）
を実施した。なお、回答は９校すべての担当教員から得られた。

　⑷ 自然学校期間短縮がプログラムに与えた影響

　平成 20 年度、21 年度、22 年度と連続して、本校を利用した学校から提出されたプログラムを分析し、
活動数の変化、プログラムの充足率（１日を午前１枠、午後１枠、夜間１枠と考え、５泊６日では 17 枠、
４泊５日では 14 枠とカウントし、これらを分母として実施活動数を除した値をプログラム充足率とし
た。）を求め、評価項目とした。

３ 結果・考察

　⑴ 自然学校期間短縮後の効果

　生きる力の指標として調査した IKR 得点の結果は、平成 21 年度は表１に、平成 22 年度は表２に示
すとおりとなった。表に示すとおり、平成 21 年度では、９校中６校に有意水準５％ないしは１％で
IKR 得点の向上が見られた。また、統計的に有意な向上が見られなかった３校についても低下はして
おらず、４泊５日となった自然学校にもその効果が認められる結果となった。さらに、平成 22 年度で
は、８校中７校に有意水準１％で IKR 得点の向上が見られ、残りの１校についても有意な差はみられ
なかったものの向上の傾向が認められる結果となった。平成 21 年度の結果から、４泊５日となった自
然学校に効果が認められるのは明らかであるが、平成 22 年度の調査で対象校すべてにおいて、IKR 得
点の向上が見られたことは、平成 21 年度は期間短縮の初年度であり、その対応に苦慮したものの平成
22 年度はその経験を踏まえ、より効果的な自然学校の実施がなされ、このような結果となったのでは
ないかと推察される。

表１ 平成21年度　自然学校実施校のIKR得点の変化

非依存 積極性 明朗性 交友協調 現実肯定 視野判断 適応行動 自己規制 自然関心
まじめ
勤勉

思いやり
日常的
行動力

身体的耐性
野外技能

生活
心理社会 徳育 身体 IKR得点

初日 7.70 7.17 8.13 6.90 7.77 6.70 7.67 7.57 9.17 8.83 8.23 7.63 9.93 8.53 52.03 33.80 26.10 111.93

最終日 9.11 8.64 9.25 8.17 9.00 8.08 8.81 9.19 10.11 9.25 8.89 9.08 10.06 9.61 61.06 37.44 28.75 127.25

検定結果 初日ー最終日 ** ** * * * ** * ** ** * ** * * **

初日 7.97 7.59 8.21 6.90 7.93 7.45 8.76 8.69 7.93 8.59 7.62 7.31 8.41 8.79 54.79 32.83 24.52 112.14

最終日 7.89 7.93 8.19 7.63 8.04 7.37 8.41 8.56 8.26 8.48 8.00 8.22 8.93 9.22 55.44 33.30 26.37 115.11

検定結果 初日ー最終日

初日 7.82 7.62 8.59 7.47 8.24 6.62 8.56 8.94 9.56 8.85 8.59 7.94 8.21 8.56 54.91 35.94 24.71 115.56

最終日 9.87 9.00 10.05 8.72 9.00 8.41 9.21 9.64 10.10 9.49 9.72 9.49 9.44 10.21 64.26 38.95 29.13 132.33

検定結果 初日ー最終日 ** ** * ** * * * ** ** **

初日 8.03 7.29 6.90 8.19 6.94 7.35 7.68 8.06 8.42 8.77 6.61 7.26 8.58 3.45 52.39 31.87 19.29 103.55

最終日 8.50 7.54 8.50 7.25 8.18 6.86 8.68 8.96 8.61 8.96 8.29 7.46 8.71 8.21 55.50 34.82 24.39 114.71

検定結果 初日ー最終日 ** * * * ** ** ** *

初日 9.20 8.32 9.18 8.44 9.20 7.56 9.26 9.70 8.90 9.60 9.04 7.80 9.56 7.60 61.16 37.24 24.96 123.36

最終日 9.92 9.35 10.06 8.83 9.87 9.02 9.60 9.86 10.11 10.03 9.90 9.19 9.76 8.84 66.65 39.90 27.79 134.35

検定結果 初日ー最終日 * * * ** ** * ** * * * * *

初日 8.50 7.14 8.43 7.07 7.50 6.79 7.29 8.57 9.86 8.43 8.36 8.21 9.21 8.43 52.71 35.21 25.86 113.79

最終日 8.40 7.65 8.35 7.45 7.95 6.95 8.35 8.65 8.75 8.60 8.70 8.75 9.65 8.35 55.10 34.70 26.75 116.55

検定結果 初日ー最終日

初日 6.92 6.81 7.43 6.51 6.43 5.81 6.78 6.30 6.86 7.41 7.16 6.76 8.84 9.11 46.70 27.73 24.70 99.14

最終日 8.49 8.64 8.87 7.74 8.10 8.13 8.87 9.10 9.23 9.49 9.05 8.54 9.56 9.92 58.85 36.87 28.03 123.74

検定結果 初日ー最終日 ** ** ** * ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** **

初日 9.27 8.57 8.91 7.68 9.59 8.07 9.14 9.52 9.41 9.57 9.30 8.07 8.95 8.68 61.23 37.80 25.70 124.73

最終日 9.81 9.45 9.74 8.32 9.83 9.09 9.74 10.06 9.96 10.00 9.70 8.83 9.60 9.85 65.98 39.72 28.28 133.98

検定結果 初日ー最終日 * * * * *

初日 8.62 8.26 8.81 7.50 8.56 7.72 8.82 8.83 8.81 9.00 8.83 7.86 8.90 7.55 58.28 35.47 24.31 118.06

最終日 9.44 8.80 9.18 7.95 8.59 8.10 8.58 8.70 8.80 8.87 8.81 8.65 8.78 8.41 60.65 35.18 25.84 121.66

検定結果 初日ー最終日 * * *

*:ｐ<0.05  **:ｐ<0.01
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C校

得点

得点
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（注釈）
・心理的社会的能力の得点は、非依存、積極

的、明朗性、交友・協調、現実肯定、視野・
判断、適応行動の得点を合計したものを表
す。

・徳育的能力の得点は、自己規制、自然への
関心、まじめ勤勉、思いやりの得点を合計
したものを表す。

・身体的能力の得点は、日常的行動力、身体
的耐性、野外技能・生活の得点を合計した
ものを表す。

図１　平成 22 年度自然学校実施校のＩＫＲ得点（心理的社会的能力）の変化

図２　平成 22 年度自然学校実施校のＩＫＲ得点（徳育的能力）の変化

図３　平成 22 年度自然学校実施校のＩＫＲ得点（身体的能力）の変化

表２ 平成22年度　自然学校実施校のIKR得点の変化

非依存 積極性 明朗性 交友協調 現実肯定 視野判断 適応行動 自己規制 自然関心
まじめ
勤勉

思いやり
日常的
行動力

身体的耐性
野外技能

生活
心理社会 徳育 身体 IKR得点

初日 9.22 8.49 9.02 7.37 7.36 7.64 9.17 8.98 9.27 9.29 8.46 7.73 8.95 9.07 58.27 36.00 25.75 120.02

最終日 10.13 9.77 9.98 8.21 8.65 9.35 9.83 9.96 10.06 9.90 9.60 9.17 9.75 10.19 65.92 39.52 29.10 134.54

検定結果 初日ー最終日 * ** * ** ** ** * ** * ** * ** **

初日 8.33 7.37 7.53 6.37 7.73 6.13 7.40 7.20 8.07 8.70 7.43 6.93 8.37 8.73 50.87 31.40 24.03 106.30

最終日 9.00 8.23 8.65 7.50 8.00 6.92 8.19 7.85 8.96 8.73 8.69 7.96 8.35 8.23 56.50 34.23 24.54 115.27

検定結果 初日ー最終日 * * * * 有意傾向

初日 8.06 7.96 8.31 7.70 8.30 7.46 8.98 9.06 9.31 8.80 8.09 7.11 8.65 8.48 56.78 35.26 24.24 116.28

最終日 9.16 9.31 9.42 8.47 9.29 8.93 9.67 9.82 9.62 9.58 9.64 8.02 9.36 9.49 64.24 38.67 26.87 129.78

検定結果 初日ー最終日 ** ** ** * ** * * ** * ** ** * **

初日 8.81 8.28 9.11 8.17 9.19 7.55 9.11 9.53 9.57 9.57 9.72 8.57 9.36 8.96 60.23 38.38 26.89 125.49

最終日 9.77 9.44 10.21 9.60 10.28 9.11 9.84 10.18 10.37 10.21 10.26 9.67 10.47 10.51 68.25 41.02 30.65 139.91

検定結果 初日ー最終日 * ** ** ** ** ** * * * ** ** ** ** * ** **

初日 8.30 7.66 8.57 7.65 7.65 6.63 7.83 8.24 7.92 8.33 8.28 6.87 8.49 8.31 54.29 32.76 23.67 110.72

最終日 9.30 8.89 9.67 8.59 8.76 8.30 8.77 9.25 9.11 9.32 9.27 8.59 9.78 9.46 62.29 36.95 27.84 127.08

検定結果 初日ー最終日 ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** **

初日 7.75 7.47 8.69 7.36 8.00 6.58 8.24 8.63 8.02 8.80 8.20 7.00 8.66 8.59 54.08 33.64 24.25 111.98

最終日 9.19 9.09 9.95 8.32 9.11 8.23 8.56 9.16 9.65 9.49 9.18 8.79 9.42 9.49 62.44 37.47 27.70 127.61

検定結果 初日ー最終日 ** ** ** * * ** ** * ** ** * ** **

初日 8.05 7.78 8.28 7.60 8.39 7.23 8.88 9.18 8.44 8.94 8.60 6.90 7.58 8.55 56.21 35.17 23.03 114.41

最終日 9.34 8.93 9.28 8.33 8.95 8.33 9.49 9.52 9.35 9.42 9.23 8.64 8.98 9.39 62.67 37.53 27.01 127.20

検定結果 初日ー最終日 ** ** ** * * ** * ** * ** ** * ** * ** **

初日 8.21 8.17 8.79 8.21 8.91 7.81 9.43 8.94 9.04 9.45 8.66 7.62 8.45 8.34 59.53 36.09 24.40 120.02

最終日 9.52 9.30 9.61 9.09 9.46 8.98 9.78 9.89 9.91 10.02 9.78 8.89 8.91 9.87 65.74 39.61 27.67 133.02

検定結果 初日ー最終日 ** ** * * ** * * ** ** ** ** ** ** **

*:ｐ<0.05  **:ｐ<0.01
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得点

K校
得点
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表 4　自然学校に向けて子どもが取り組んだこと　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（r ＝ 0.95 ｐ＜ 0.01）

表 3　自然学校を体験させてよかったと思う理由（ｒ＝ 1.00）

図 5　保護者に対するアンケート結果
「自然学校に向けて子どもが取り組んだことの有無」

図 4　保護者に対するアンケート結果
「自然学校を体験させてよかったと思いますか？」
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40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

H16

H21

■ア　あった

■イ　なかった

11.0％89.0％

14.5％85.5％

　⑵ 保護者から見た自然学校期間短縮

　保護者に対して、アンケート調査を実施し、平成 16 年度の結果と比較したものが図 4 ～ 10、表３～
11 である。なお、実施期間について尋ねたものは平成 16 年度は５泊６日、平成 21 年度は４泊５日を
前提にした結果である。図に示すとおり、多くの質問項目で今回の調査結果と平成 16 年度の結果に差
は認められなかったが、統計的な有意差が認められたものは「自然学校をきっかけに子どもとの関わ
りを変えたことの有無（図 9）」「もう一度、自然学校のような体験をさせたいか？（図 10）」といった
質問に対する回答であった。前者では関わり方を変えたという回答が平成 16 年度は 47.9％であったの
に対して、今回の調査で 59.5％に増えており、自然学校が児童や保護者に与えた影響が以前よりこの
点に関して大きくなったと考えられる。また、後者については、平成 16 年度は 91.8％であったのに対
して、今回の平成 21 年度調査では 96.0％に増えており、以前より保護者の自然学校に対する印象が良
くなったものと考えられる。さらに、大設問の後にその理由や内容を尋ねた結果が、表３～ 11 であるが、
平成 16 年度との順位相関が認められなかったものは、「自然学校をきっかけに子どもとの関わりで変
えたこと（表 9）」であり、その中身では、「口を出すことを少なくした」が平成 21 年度では、平成 16
年度の５位から３位に順位を上げていることが特徴的であった。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
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5
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7
8
9

Ｈ
16
年
順
位

Ｈ 21 年順位

普段体験できないことができた

保護者を離れての集団生活で自主性や協調性が養えた

楽しい体験だった

友だちとのつきあい方を学んだ

自然とゆったりとふれあえた

やり遂げることを学んだ

親への感謝の気持ちを持つようになった

手伝いをするようになった

不自由な生活体験で我慢強くなった

0
1
2
3
4
5
6
7
8

Ｈ
16
年
順
位

1 2 3 4 5 6 7 8
Ｈ 21 年順位

0

持ち物の準備や確認

体調維持等、健康管理

自分の身の周りのことは自分でする

早寝早起き、基本的生活習慣

料理の仕方の練習

係活動についての話し合い

スタンツ練習

下着、靴下等の洗濯の練習
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表 6　自然学校中、気がついたり、考えたり、感じたこと
（r ＝ 1.00）

表 7　子どもが自然学校から帰った時に感じたこと
（r ＝ 0.92　p ＜ 0.01）

表 8　自然学校をきっかけに子どもが変わったと思うこと
（r ＝ 0.93　p ＜ 0.01）

図 7　保護者に対するアンケート結果
　　「自然学校期間中、気がついたり、考えたり、感
　　じたことの有無」

図 8　保護者に対するアンケート結果
　　「自然学校をきっかけに子どもが変わったと思う
　　ことの有無」

表 5　自然学校に向けて子どもと一緒に取り組んだこと　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（r ＝ 0.89 ｐ＜ 0.01）

図 6　保護者に対するアンケート結果
「自然学校に向けて子どもと一緒に取り組んだことの有無」
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身の周り等の整理整頓の練習

早寝早起き等、基本的生活習慣の見直し

料理の仕方の練習

下着、靴下等の洗濯の練習

トーチ棒づくり
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体調を崩したり、病気になっていないか心配していた

いない間はいつも気になっていた

先生や友だちと仲良くやっているか心配していた

さみしく、子どもの存在の大きさがわかった

静かだった

兄弟姉妹がとてもさみしそうにしていた

日頃いかに子ども中心の生活をしていたかわかった

子離れの必要性を感じた

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
Ｈ 21 年順位

0
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3
4
5
6
7
8
9Ｈ

16
年
順
位

最後まで参加できてよかった

疲れていた

うれしく、安心した

目が生き生きとしていた

意外にサバサバしていた

とても愛おしく思った 元気で明るくなった

不便さを体験することで我慢強くなった

好き嫌いなくよく食べるようになった

10 11 12

10
11
12

たくましく、大人びて帰ってきた

一回り大きく成長した

友だちが増えた
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16
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自信がつき、たくましくなった

自分のできることは自分でするようになった

家の手伝いをするようになった

友だち関係等のつきあいが上手になった

物事に積極的に取り組むことができるようになった

回りの人のことを考えるようになった

好き嫌いなく食べるようになった

我慢強くなった
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　⑶ 教員から見た自然学校期間短縮

　教員からみた期間短縮による自然学校への影響
については図 11 ～ 17 に示すとおりの結果となっ
た。「自然学校の期間短縮による教員への負担（図
11）」については、「減った 44％」「変わらない
56％」との回答が得られ、少なくとも期間短縮に
よって負担が増える形ではなかったことがうかが
える。「自然学校の期間短縮による児童への影響（図
12）」については、「あった 33％」「なかった 56％」
との回答が得られ、必ずしも児童に大きな影響を

図 10　保護者に対するアンケート結果
「もう一度、自然学校のような体験をさせたいか？」

表 10　もう一度自然学校に参加させたいと思う理由　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（r ＝ 0.93 ｐ＜ 0.01）

表 11　もう一度自然学校に参加させたくないと思う理由　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（r ＝ 0.88 ｐ＜ 0.01）

図 11　自然学校の期間短縮による教員への負担
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表 9　自然学校をきっかけに子どもとの関わりで変えたこと
　　　　　　　（r ＝ 0.70　n.s）

図 9　保護者に対するアンケート結果
　「自然学校をきっかけに子どもとの関わりを変えた
　ことの有無」
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自然の中でいろいろな体験ができる

子どもが楽しんでいた

やり遂げた喜びが味わえる

親子関係を見直すことができる

不自由な体験をすることで我慢強くなる
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こういう体験は 1 回だけで十分である

準備物がたくさん必要だから

4 泊 5 日は長すぎる（Ｈ 16 時は 5 泊 6 日）

体のことが心配だから

自然学校の目的や意義がよくわからない

学習が遅れるから

不便がないように設定されすぎているから

プログラムに無理があるから
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　⑷ 自然学校期間短縮がプログラムに与えた影響

　表 12 は、自然学校が５泊６日であった平成 20 年度から４泊５日になった平成 21 年度、22 年度のプ
ログラム中の実施活動数の変化を調べたものである。対象とした小学校は、この３年間を通して南但
馬自然学校を利用した小学校である。その結果、５泊６日から４泊５日に日数が減った平成 21 年度で
は、全対象数の 71％にあたる 24 校が活動数を減らしており、期間短縮による影響を受けた小学校が多
くあったといえる。これは、平成 21 年度は期間短縮の初年度であることから、各小学校ともプログラ

及ぼす変更ではなかったことがうかがえる。
　「自然学校の期間短縮をどう思うか？（図 13）」に
ついては、「よかった 45％」「よくなかった 11％」「わ
からない 44％」との回答が得られ肯定派の意見が多
いものの今回の調査が期間短縮初年度の調査であっ
たため、現時点での評価が難しく、「わからない」と
の回答が多かったと考えられる。「自然学校の期間短
縮はプログラムにどのように影響したか？（図 14）」
については、「４泊５日用のプログラムを新たに実施
した」が 67％と多く、「活動を削った」も含めてプロ
グラムの変更と考えれば、多くの小学校で期間短縮
に対して、プログラム変更といった形で期間短縮に
対応したことがうかがえる。「自然学校の期間短縮で
プログラムに関して意識したことはあったか？（図
15）」については、「あった」が 89％と多く、プログ
ラム変更に加え、期間短縮が行われながらも自然学
校の目的を達成するための現場の教員が努力した様
子がうかがえる。「自然学校の期間短縮に対して児童
から反応はあったか？（図 16）」については、「あっ
た」が 56％となり、児童にとっては、１泊の短縮が
少なからず影響を与えたものと考えられる。一方、「自
然学校の期間短縮に対して保護者から反応はあった
か？（図 17）」については、「なかった」が 67％となり、
児童ほど自然学校の期間短縮について意識している
ものではないことがわかった。

図 12　自然学校の期間短縮による児童への影響

あった
33％

なかった
56％

わからない
11％

図 13　自然学校の期間短縮をどう思うか？

よかった
45％わからない

44％

よくなかった
11％

図 16　自然学校の期間短縮に対して児童
　　から反応はあったか？

あった
56％

なかった
44％

あった
89％

なかった
11％

あった
33％

なかった
67％

図 15　自然学校の期間短縮でプログラム
　　に関して意識したことはあったか？

図 17　自然学校の期間短縮に対して保護
　　者から反応はあったか？

図 14　自然学校の期間短縮はどのようにプログラムに
　　影響したか？
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ム策定には試行的な要素が含まれていたと考えられる。また、平成 20 年度から 22 年度への実施活動
数の変化をみたところ、全対象数の 59％にあたる 20 校が活動数を減らしており、このような実施活動
数の減少が自然学校の期間短縮による影響といえる。
　表 13 は、自然学校実施期間中の活動数の充足率を示している。充足率とは、自然学校実施期間中の
１日を午前１枠、午後１枠、夜間１枠と考え、標準的には表 15 に示すとおり、５泊６日の自然学校で
は 17 枠、４泊５日では 14 枠と考え、これらを分母に実施活動数を除した値を示したものである。平
均充足率をみれば、平成 20 年度より増加傾向にあり、期間短縮による影響が充足率の増加という形で
現れているといえる。最大充足率では、平成 21 年度に増加したものが 22 年度には減少していること
から、期間短縮の初年度にあたる平成 21 年度に実施活動数が多すぎた小学校が平成 22 年度にやや抑
えたものと考えられるが、５泊６日で実施していた時と比較した場合、活動の詰め込みが懸念される
状況にある。最低充足率では、平成 20 年度は 65％であったものが年々増加し、平成 22 年度には 93％
となっており、期間短縮が自然学校のゆとりを奪いかねない状況が危惧される。表 13 からも、期間短
縮によって自然学校の充足率が高くなっていることがわかる。なお、プログラムの参考例として、平
成 22 年度に充足率が最大であったプログラムと充足率が最低であったプログラムを資料４に添付す
る。

Ｈ 20 →Ｈ 21 →Ｈ 22 Ｈ 20 →Ｈ 22

増えた 6 校（18％）
増えた ３校

増えた ８校（24％）減った ３校
変化なし ０校

減った 24 校（71％）
増えた 14 校

減った 20 校（59％）減った ７校
変化なし ３校

変化なし 4 校（12％）
増えた １校

変化なし ６校（18％）減った １校
変化なし ２校

表 12　実施活動数の変化 ( 調査対象 34 校 )

　　　　　　　　　　　　　　平成 20 年度　　平成 21 年度　　平成 22 年度
　　　　平均充足率　　　　　　　100％　　　　　112％　　　　　116％
　　　　最大充足率　　　　　　　118％　　　　　150％　　　　　143％
　　　　最低充足率　　　　　　　 65％　　　　　 86％　　　　　 93％
充足率が 100%未満の学校数　　 　13 校　　　　　　5 校　　　　 　3 校

表 13　自然学校実施期間中の活動数の充足率

※充足率とは、自然学校実施期間中の 1 日を午前 1 枠、午後 1 枠、夜間 1 枠と考え、実施期間における
枠を 5 泊 6 日では 17 枠、4 泊 5 日では 14 枠と考え、これらを母数にして活動数を除した値。
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４ まとめ

　以上の結果から、平成 21 年度から自然学校の期間短縮が行われたものの、IKR 得点の上昇や保護者の
反応から、自然学校としてはこれまでと変わらぬ形で機能し、その効果に変化がないことが明らかになっ
た。これは、現場の教員が意識して事前・事後の学習活動の一層の充実を図ったこと、また初日、最終
日などの時間の使い方に工夫が施されたこと、さらに３年生の環境体験事業との系統性や関連性を踏ま
え、体験活動に取り組んだからであると考えられる。これらの取組が、現地での宿泊数減を補うことに
つながり、４泊５日の自然学校においても、今までの５泊６日の自然学校と同様の影響を子どもたちに
もたらしたといえる。
　さらに、自然学校担当教員へのアンケートから、学校現場での負担が増えることはないなどよい方向
での影響をもたらしていることがわかった。これは現場の教員が期間短縮に対して講じたプログラムの
変更や現地での指導から得られたものであり、現場の教員の対応の成果であるといえる。
　一方、期間短縮後の実施されたプログラムの評価からは、若干の詰め込み傾向があることが明らかと
なっており、今後、担当教員の負担や参加児童の活動の詰め込みによる忙しさから自然学校そのものの
目的意識が希薄になる可能性も否めない状況が明らかとなった。そのため、期間短縮を踏まえた自然学
校の実施プログラムの研究開発など、実施小学校と実施施設との、より協力的な関わりが今後のよりよ
い自然学校へとつながるものと考えられる。

1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目

午前 1 コマ 4 コマ 7 コマ 10 コマ13 コマ

午後 2 コマ 5 コマ 8 コマ 11 コマ14 コマ

夜間 3 コマ 6 コマ 9 コマ 12 コマ

表 14　プログラム充実率の計算のもととなったコマ数表
　4 泊 5 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　5 泊 6 日

※ 4 泊 5 日プログラムでは、時間確保のため、多くの小学校で 5 日目の午後にも活動を入れている。

1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目 6 日目

午前 1 コマ 4 コマ 7 コマ 10 コマ13 コマ16 コマ

午後 2 コマ 5 コマ 8 コマ 11 コマ14 コマ17 コマ

夜間 3 コマ 6 コマ 9 コマ 12 コマ15 コマ
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1 いやなことは、いやとはっきり言える 1 2 3 4 5 6

2 小さな失敗をおそれない 1 2 3 4 5 6

3 自分から進んで、何でもやる 1 2 3 4 5 6

4 前向きに物事を考えられる 1 2 3 4 5 6

5 だれにでも話しかけることができる 1 2 3 4 5 6

6 失敗しても、立ち直るのが早い 1 2 3 4 5 6

7 多くの人に好かれている 1 2 3 4 5 6

8 だれとでも仲良くできる 1 2 3 4 5 6

9 自分のことが大好きである 1 2 3 4 5 6

10 だれにでもあいさつができる 1 2 3 4 5 6

11 先を見通して自分で計画が立てられる 1 2 3 4 5 6

12 自分で問題点や課題を見つけることができる 1 2 3 4 5 6

13 人の話しをきちんと聞くことができる 1 2 3 4 5 6

14 その場にふさわしい行動ができる 1 2 3 4 5 6

15 自分勝手なわがままを言わない 1 2 3 4 5 6

16 身のまわりの片付けやそうじができる 1 2 3 4 5 6

17 花や風景などの美しいものに感動できる 1 2 3 4 5 6

18 季節の変化を、感じることができる 1 2 3 4 5 6

19 いやがらずによく働く 1 2 3 4 5 6

20 自分に割り当てられた仕事は、しっかりとやる 1 2 3 4 5 6

21 人のために何かをしてあげるのが好きだ 1 2 3 4 5 6

22 人の心の痛みがわかる 1 2 3 4 5 6

23 早寝早起きである 1 2 3 4 5 6

24 からだを動かしても疲れにくい 1 2 3 4 5 6

25 暑さや寒さにまけない 1 2 3 4 5 6

26 ながい距離を歩くことができる 1 2 3 4 5 6

27 ナイフ・包丁などの刃物を上手に使える 1 2 3 4 5 6

28 自分で食事が作れる 1 2 3 4 5 6

自然学校についてのアンケート（児童用）

　　記入日　　　　　　月　　　　　　日　		  　　５年　　　　　組　　　　　　番

まったくあて
はまらない

とてもよく
あてはまる

資料 1
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保
護

者
各

位
（

小
学

校
５

年
生

）

自
然

学
校

に
つ

い
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
お

願
い 兵

庫
県

立
南

但
馬

自
然

学
校

調
査

・
研

究
委

員
会

　
兵

庫
県

教
育

委
員

会
で

は
、「

元
気

兵
庫

へ
　

こ
こ

ろ
豊

か
な

人
づ

く
り

」
の

施
策

の
一

つ
と

し
て

、
公

立
小

学
校

５
年

生
で

自
然

学
校

推
進

事
業

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
本

年
度

も
多

く
の

児
童

が
、

学
校

や
家

庭
を

離
れ

、
豊

か
な

自
然

の
中

で
貴

重
な

体
験

を
し

て
お

り
ま

す
。

　
兵

庫
県

立
南

但
馬

自
然

学
校

は
、

平
成

６
年

５
月

、
自

然
学

校
の

中
核

施
設

と
し

て
開

校
し

、
自

然
学

校
の

受
け

入
れ

は
も

ち
ろ

ん
、

自
然

学
校

を
さ

ら
に

充
実

さ
せ

る
た

め
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

や
調

査
研

究
を

進
め

て
い

ま
す

。
　

本
年

度
は

、
自

然
学

校
で

の
活

動
体

験
や

生
活

体
験

を
児

童
は

ど
の

よ
う

に
感

じ
て

い
る

の
か

、
ま

た
、

保
護

者
の

皆
さ

ん
が

ど
の

よ
う

に
感

じ
て

お
ら

れ
る

の
か

を
調

査
・

研
究

し
、「

生
き

る
力

を
育

む
自

然
学

校
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
等

の
開

発
の

た
め

の
資

料
に

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

つ
き

ま
し

て
は

、
ご

多
忙

の
と

こ
ろ

お
手

数
を

お
か

け
し

ま
す

が
、

下
記

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
ご

協
力

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。 自
然

学
校

に
つ

い
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト

小
学

校
５

年
生

保
護

者
　

　
男

　
・

　
女

　（
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。）
１

　
自

然
学

校
を

体
験

さ
せ

て
よ

か
っ

た
と

思
い

ま
す

か
。

あ
て

は
ま

る
記

号
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

　
　

　
　

　
ア

　
　

思
う

　
　

　
　

イ
　

　
思

わ
な

い
　

　
　

ウ
　

　
ど

ち
ら

で
も

な
い

　
　

　
　

　
　

　
　

　
※

ア
と

答
え

た
方

は
、「

思
う

理
由

」
よ

り
、

イ
と

答
え

た
方

は
「

思
わ

な
い

理
由

」
よ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

、
そ

　
　

の
理

由
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
番

号
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

　
思

う
理

由
（

複
数

回
答

可
）

１
．

保
護

者
を

離
れ

て
の

集
団

生
活

で
自

主
性

や
協

調
性

が
養

え
た

２
．

普
段

体
験

で
き

な
い

こ
と

が
で

き
た

３
．

友
だ

ち
と

の
つ

き
あ

い
方

を
学

ん
だ

４
．

自
然

と
ゆ

っ
た

り
ふ

れ
あ

え
た

５
．

楽
し

い
体

験
だ

っ
た

６
．

親
へ

の
感

謝
の

気
持

ち
を

持
つ

よ
う

に
な

っ
た

７
．

不
自

由
な

生
活

体
験

で
我

慢
強

く
な

っ
た

８
．

や
り

遂
げ

る
こ

と
を

学
ん

だ
９

．
手

伝
い

を
す

る
よ

う
に

な
っ

た
10

．
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

　
思

わ
な

い
理

由
（

複
数

回
答

可
）

１
.  

４
泊

５
日

は
長

す
ぎ

る
２

．
内

容
が

子
ど

も
中

心
で

は
な

か
っ

た
３

．
実

施
す

る
意

義
が

よ
く

わ
か

ら
な

い
４

．
実

施
時

期
が

悪
い

５
．

食
事

が
よ

く
な

い
６

．
親

の
金

銭
的

負
担

が
大

き
い

７
．

実
施

場
所

が
清

潔
で

な
い

８
．

友
人

関
係

で
ゴ

タ
ゴ

タ
が

あ
っ

た
９

．
そ

の
他

(  
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 ) 

２
　

自
然

学
校

に
向

け
て

取
り

組
ん

だ
こ

と
は

あ
り

ま
し

た
か

。
あ

て
は

ま
る

記
号

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
　

⑴
お

子
様

自
身

が
取

り
組

ん
だ

こ
と

。
　

　
　

　
　

　
ア

　
　

あ
っ

た
　

　
　

　
　

　
　

イ
　

　
な

か
っ

た
　

　
※

「
ア

　
　

あ
っ

た
」

と
答

え
た

方
は

、
お

子
様

自
身

が
取

り
組

ん
だ

こ
と

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
　

　
　

号
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

（
複

数
回

答
可

）
　

１
．

持
ち

物
の

準
備

や
確

認
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 ２
．

自
分

の
身

の
回

り
の

こ
と

は
自

分
で

す
る

　
３

．
早

寝
早

起
き

、
基

本
的

生
活

習
慣

　
　

　
　

　
　

　
 ４

．
料

理
の

仕
方

の
練

習
　

５
．

体
調

維
持

等
、

健
康

管
理

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 ６
．

下
着

、
靴

下
等

の
洗

濯
の

練
習

　
７

．
係

活
動

に
つ

い
て

の
話

し
合

い
　

　
 　

　
　

　
　

　
８

．
ス

タ
ン

ツ
練

習
　

９
．

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

　
⑵

お
子

様
と

一
緒

に
取

り
組

ん
だ

こ
と

。
　

　
　

　
　

　
ア

　
　

あ
っ

た
　

　
　

　
　

　
　

イ
　

　
な

か
っ

た

　
　

※
「

ア
　

　
あ

っ
た

」
と

答
え

た
方

は
、

お
子

様
と

一
緒

に
取

り
組

ん
だ

こ
と

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

　
　

　
番

号
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

（
複

数
回

答
可

）
　

１
．

身
の

回
り

等
の

整
理

整
頓

の
練

習
　

２
．

早
寝

早
起

き
等

、
基

本
的

生
活

習
慣

の
見

直
し

　
３

．
持

ち
物

等
、

準
備

物
の

用
意

　
　

　
４

．
体

調
管

理
等

、
健

康
管

理
　

５
．

料
理

の
仕

方
の

練
習

　
　

　
　

　
　

６
．

下
着

、
靴

下
等

の
洗

濯
の

練
習

　
　

７
．

ト
ー

チ
棒

づ
く

り
　

８
．

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

３
　

お
子

様
が

、
４

泊
５

日
の

間
、

家
庭

を
離

れ
て

生
活

し
ま

し
た

が
、

そ
の

こ
と

に
よ

り
気

が
つ

い
た

り
、

考
え

た
り

、
感

じ
た

り
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
か

。
あ

て
は

ま
る

記
号

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

　
　

　
　

　
　

ア
　

　
あ

っ
た

　
　

　
　

　
　

　
イ

　
　

な
か

っ
た

　
　

※
「

ア
　

　
あ

っ
た

」
と

答
え

た
方

は
、

気
が

つ
い

た
り

、
考

え
た

り
、

感
じ

た
り

し
た

こ
と

に
つ

い
て

　
　

　
あ

て
は

ま
る

番
号

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
（

複
数

回
答

可
）

　
１

．
さ

み
し

く
、

子
ど

も
の

存
在

の
大

き
さ

が
わ

か
っ

た
　

２
．

い
な

い
間

は
い

つ
も

気
に

な
っ

て
い

た
　

３
．

先
生

や
友

だ
ち

と
仲

良
く

や
っ

て
い

る
か

心
配

し
て

い
た

　
４

．
体

調
を

崩
し

た
り

、
病

気
に

な
っ

て
い

な
い

か
心

配
し

て
い

た
　

５
．

子
離

れ
の

必
要

性
を

感
じ

た
　

６
．

静
か

だ
っ

た
　

７
．

日
頃

い
か

に
子

ど
も

中
心

の
生

活
に

な
っ

て
い

た
か

わ
か

っ
た

　
８

．
楽

し
い

経
験

を
た

く
さ

ん
し

て
ほ

し
い

　
９

．
兄

弟
姉

妹
が

と
て

も
さ

み
し

そ
う

に
し

て
い

た
　

10
．

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

資料 2
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４
　

お
子

様
が

自
然

学
校

か
ら

帰
っ

て
き

た
時

、
感

じ
た

こ
と

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

番
号

に
○

を
つ

け
て

　
　

く
だ

さ
い

。
（

複
数

回
答

可
）

　
１

．
た

く
ま

し
く

、
大

人
び

て
帰

っ
て

き
た

　
２

．
疲

れ
て

い
た

　
３

. 一
回

り
大

き
く

成
長

し
た

　
４

．
目

が
生

き
生

き
と

し
て

い
た

　
５

．
う

れ
し

く
、

安
心

し
た

　
６

．
最

後
ま

で
参

加
で

き
て

良
か

っ
た

　
７

．
友

だ
ち

が
増

え
た

　
８

．
元

気
で

明
る

く
な

っ
た

　
９

．
意

外
に

サ
バ

サ
バ

し
て

い
た

　
10

．
と

て
も

愛
お

し
く

思
っ

た
　

11
．

好
き

嫌
い

な
く

よ
く

食
べ

る
よ

う
に

な
っ

た
　

12
．

不
便

さ
を

体
験

す
る

こ
と

で
我

慢
強

く
な

っ
た

　
13

．
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

５
　

自
然

学
校

を
き

っ
か

け
に

し
て

、
お

子
様

が
何

か
変

わ
っ

た
と

思
わ

れ
る

こ
と

は
あ

り
ま

し
た

か
。

あ
て

　
は

ま
る

記
号

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

　
　

　
ア

　
　

あ
っ

た
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
イ

　
　

な
か

っ
た

　
※

「
ア

　
　

あ
っ

た
」

と
答

え
た

方
は

気
が

つ
い

た
り

、
お

子
様

が
変

わ
っ

た
と

思
わ

れ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
　

　
あ

て
は

ま
る

番
号

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
（

複
数

回
答

可
）

　
１

．
友

だ
ち

関
係

等
の

つ
き

あ
い

が
上

手
に

な
っ

た
　

２
．

家
の

手
伝

い
を

す
る

よ
う

に
な

っ
た

　
３

．
物

事
に

積
極

的
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

　
４

．
自

分
の

で
き

る
こ

と
は

自
分

で
す

る
よ

う
に

な
っ

た
　

５
．

自
信

が
つ

き
、

た
く

ま
し

く
な

っ
た

　
６

．
回

り
の

人
の

こ
と

を
考

え
る

よ
う

に
な

っ
た

　
７

．
我

慢
強

く
な

っ
た

　
８

．
好

き
嫌

い
な

く
食

べ
る

よ
う

に
な

っ
た

　
９

．
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

６
　

自
然

学
校

を
き

っ
か

け
に

し
て

、
お

子
様

と
の

関
わ

り
で

何
か

変
え

た
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
か

。
あ

て
は

　
ま

る
記

号
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

　
　

　
　

ア
　

　
あ

っ
た

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

イ
　

　
な

か
っ

た
　 　

※
「

ア
　

　
あ

っ
た

」
と

答
え

た
方

は
、

気
が

つ
い

た
り

、
お

子
様

と
の

関
わ

り
で

変
え

た
こ

と
に

つ
い

て
、

　
　

あ
て

は
ま

る
番

号
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

（
複

数
回

答
可

）
　

　
１

．
自

分
の

で
き

る
こ

と
は

自
分

で
さ

せ
る

よ
う

に
し

た
　

　
２

．
 一

人
の

人
間

と
し

て
接

す
る

よ
う

に
し

た
　

　
３

．
口

を
出

す
こ

と
を

少
な

く
し

た
　

　
４

．
子

ど
も

の
話

を
聞

く
よ

う
に

し
た

　
　

５
．

子
ど

も
を

信
頼

す
る

よ
う

に
な

っ
た

　
　

６
．

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

７
　

も
う

一
度

、
自

然
学

校
の

よ
う

な
体

験
を

お
子

様
に

さ
せ

た
い

で
す

か
。

ど
ち

ら
か

の
記

号
に

○
を

つ
け

、
　

　
そ

の
理

由
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。

　
　

　
　

　
　

ア
　

　
さ

せ
た

い
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
イ

　
　

さ
せ

た
く

な
い

　
※

ア
と

答
え

た
方

は
「

さ
せ

た
い

と
思

う
理

由
」

よ
り

、
イ

と
答

え
た

方
は

「
さ

せ
た

く
な

い
と

思
う

理
由

」
　

　
よ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

、
そ

の
理

由
に

つ
い

て
あ

て
は

ま
る

番
号

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
（

複
数

回
答

可
）

　
さ

せ
た

い
と

思
う

理
由

　
　

１
．

家
を

離
れ

て
友

人
等

と
の

集
団

生
活

の
経

験
が

貴
重

で
あ

る
　

　
２

．
家

や
学

校
で

は
体

験
で

き
な

い
こ

と
が

で
き

る
　

　
３

．
自

然
の

中
で

い
ろ

い
ろ

な
体

験
が

で
き

る
　

　
４

．
や

り
遂

げ
た

喜
び

が
味

わ
え

る
　

　
５

．
子

ど
も

が
楽

し
ん

で
い

た
　

　
６

．
不

自
由

な
体

験
を

す
る

こ
と

で
我

慢
強

く
な

る
　

　
７

．
親

子
関

係
を

見
直

す
こ

と
が

で
き

る
　

　
８

．
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

　
さ

せ
た

く
な

い
と

思
う

理
由

　
　

１
. ４

泊
５

日
は

長
す

ぎ
る

　
　

２
．

こ
う

い
う

体
験

は
１

回
だ

け
で

十
分

で
あ

る
　

　
３

．
然

学
校

の
目

的
や

意
義

が
よ

く
わ

か
ら

な
い

　
　

４
．

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

無
理

が
あ

る
か

ら
　

　
５

．
体

の
こ

と
が

心
配

だ
か

ら
　

　
６

．
不

便
が

な
い

よ
う

に
設

定
さ

れ
す

ぎ
て

い
る

か
ら

　
　

７
．

学
習

が
遅

れ
る

か
ら

　
　

８
．

準
備

物
が

た
く

さ
ん

必
要

だ
か

ら
　

　
９

．
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）　
　

　
　

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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県
立
南
但
馬
自
然
学
校
利
用
校
指
導
者
ア
ン
ケ
ー
ト

兵
庫

県
立

南
但

馬
自

然
学

校

《
お
願
い
》

　
こ

の
た

び
は

、
自

然
学

校
実

施
中

な
ら

び
に

保
護

者
へ

の
調

査
の

実
施

に
ご

協
力

く
だ

さ
り

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

現
在

ア
ン

ケ
ー

ト
を

分
析

中
で

す
の

で
結

果
が

分
か

り
次

第
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
南

但
馬

自
然

学
校

で
は

、
自

然
学

校
中

の
子

ど
も

た
ち

の
変

容
や

、
４

泊
５

日
に

短
縮

さ
れ

た
こ

と
に

よ
る

効
果

の
違

い
等

を
研

究
し

て
お

り
、

先
生

方
の

ご
意

見
や

感
想

な
ど

も
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
本

調
査

は
よ

り
よ

い
自

然
学

校
実

施
の

た
め

に
実

施
す

る
も

の
で

あ
り

、
調

査
結

果
も

統
計

的
に

処
理

し
ま

す
の

で
、

ご
記

入
内

容
に

よ
っ

て
皆

様
方

に
ご

迷
惑

を
お

掛
け

す
る

よ
う

な
こ

と
は

絶
対

に
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

本
調

査
の

主
旨

を
ご

理
解

い
た

だ
き

ま
し

て
、

な
に

と
ぞ

調
査

に
ご

協
力

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

　
　

　
記

入
の

仕
方

　
　

１
．

答
え

方
は

当
て

は
ま

る
番

号
を

○
で

囲
む

も
の

と
、（

　
）

や
□

の
中

に
記

入
す

る
も

の
が

あ
　

　
　

り
ま

す
。

　
　

２
．

特
に

指
示

が
な

い
限

り
、

番
号

に
は

１
つ

だ
け

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

　
　

３
．

も
れ

な
く

、
出

来
る

だ
け

全
部

の
質

問
に

お
答

え
く

だ
さ

い
。

《
自
然
学
校
全
般
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
》

　
Q

 １
．

自
然

学
校

が
4 

泊
5 

日
に

短
縮

さ
れ

た
こ

と
で

教
員

の
負

担
は

ど
う

な
り

ま
し

た
か

？
　

　
　

１
．

負
担

が
減

っ
た

　
　

２
．

負
担

は
変

わ
ら

な
い

　
　

３
．

負
担

が
増

え
た

　
　

　
４

．
わ

か
ら

な
い

　
Q

 ２
．

自
然

学
校

が
4 

泊
5 

日
に

短
縮

さ
れ

た
こ

と
で

児
童

へ
の

影
響

は
あ

り
ま

し
た

か
？

　
　

　
１

．
影

響
が

あ
っ

た
　

　
２

．
影

響
は

な
か

っ
た

　
　

　
３

．
わ

か
ら

な
い

　
 　

「
１

．
影

響
が

あ
っ

た
」

と
答

え
た

方
に

お
聞

き
し

ま
す

。
　

　
　

SQ
 １

．
そ

れ
は

ど
の

よ
う

な
も

の
で

す
か

？
□

の
中

に
お

書
き

く
だ

さ
い

。

　
Q

 ３
．

自
然

学
校

が
4 

泊
5 

日
に

短
縮

さ
れ

た
こ

と
を

教
員

と
し

て
ど

の
よ

う
に

感
じ

ま
す

か
？

　
　

　
１

．
よ

か
っ

た
　

　
　

　
２

．
よ

く
な

か
っ

た
　

　
　

　
３

．
わ

か
ら

な
い

　
　

 「
１

．
よ

か
っ

た
」

と
答

え
た

方
に

お
聞

き
し

ま
す

。
　

　
　

SQ
 １

．
そ

の
理

由
は

な
ん

で
す

か
？

□
の

中
に

お
書

き
く

だ
さ

い
。

　
 　

「
２

．
よ

く
な

か
っ

た
」

と
答

え
た

方
に

お
聞

き
し

ま
す

。
　

　
　

SQ
 １

．
そ

の
理

由
は

な
ん

で
す

か
？

□
の

中
に

お
書

き
く

だ
さ

い
。

　 《
自
然
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
》

　
Q

 ４
．

1 
泊

分
の

短
縮

は
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
ど

の
よ

う
に

影
響

し
ま

し
た

か
？

　
　

　
１

．
活

動
を

削
っ

た
　

　
２

．
5 

泊
6 

日
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

詰
め

込
ん

で
実

施
し

た
　

　
　

３
．

4 
泊

5 
日

用
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

新
た

に
作

成
し

た
　

 　
「

１
．

活
動

を
削

っ
た

」
と

答
え

た
方

に
お

聞
き

し
ま

す
。

　
　

　
SQ

 １
．

ど
ん

な
活

動
を

削
り

ま
し

た
か

？
（

 ）
の

中
に

お
書

き
く

だ
さ

い
。

　
　

　
　（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 ）

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 ）
（

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

　
Q

 ５
．

自
然

学
校

が
4 

泊
5 

日
に

短
縮

さ
れ

た
こ

と
で

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

関
し

て
意

識
し

て
変

え
た

こ
と

は
あ

　
　

　
り

ま
し

た
か

？
　

　
　

１
．

あ
っ

た
　

　
　

　
　

２
．

な
か

っ
た

　
　

 「
１

．
あ

っ
た

」
と

答
え

た
方

に
お

聞
き

し
ま

す
。

　
　

　
SQ

 １
．

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な

も
の

で
す

か
？

□
の

中
に

お
書

き
く

だ
さ

い
。

《
児
童
、
保
護
者
の
反
応
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
》

　
Q

 ６
．

自
然

学
校

が
4 

泊
5 

日
に

短
縮

さ
れ

た
こ

と
に

つ
い

て
児

童
か

ら
反

応
は

あ
り

ま
し

た
か

？
　

　
　

１
．

あ
っ

た
　

　
　

　
　

２
．

な
か

っ
た

　
　

 「
１

．
あ

っ
た

」
と

答
え

た
方

に
お

聞
き

し
ま

す
。

　
　

　
SQ

 １
．

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な

も
の

で
す

か
？

□
の

中
に

お
書

き
く

だ
さ

い
。

　
Q

 ７
．

自
然

学
校

が
4 

泊
5 

日
に

短
縮

さ
れ

た
こ

と
に

つ
い

て
保

護
者

か
ら

反
応

は
あ

り
ま

し
た

か
？

　
　

　
１

．
あ

っ
た

　
　

　
　

　
２

．
な

か
っ

た
　

　
 「

１
．

あ
っ

た
」

と
答

え
た

方
に

お
聞

き
し

ま
す

。
　

　
　

SQ
 １

．
そ

れ
は

ど
の

よ
う

な
も

の
で

す
か

？
□

の
中

に
お

書
き

く
だ

さ
い

。

※
以

上
で

質
問

を
終

わ
り

ま
す

。
調

査
に

ご
協

力
い

た
だ

き
ま

し
て

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

資料 3
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2
0
0
8
年
（
Ｈ
２
０
）

2
0
0
9
年

（
Ｈ

２
１

）
2
0
1
0
年

（
Ｈ

２
２

）
2
0
0
8
年

（
Ｈ

２
０
）

2
0
0
9
年
（
Ｈ
２
１
）

2
0
1
0
年
（
Ｈ
２
２
）

Ａ
小
学
校

Ａ
小

学
校

Ａ
小

学
校

Ｂ
小

学
校

Ｂ
小
学
校

Ｂ
小
学
校

1
1
0
名

１
０

３
名

１
１

１
名

9
7
名

1
2
6
名

1
0
3
名

５
月
１
９
日
（
月
）
～

５
月
２
４
日
（
金
）

１
０

月
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環境教育を視野に入れたプログラムの展開等

―　19　―



環境教育を視野に入れたプログラムの展開等

１ 目的

　平成 21 年度より自然学校推進事業実施要項３　実施日数等で「４泊５日以上とする。ただし、４泊５
日の場合は、事前（事後）の体験活動を充実させることとする。実施日数については、小学校段階にお
ける体験活動を充実させる観点から「環境体験事業」との系統性や関連性を踏まえるとともに、地域や
学校の実情に応じ各学校が創意工夫を生かした取組となるよう留意すること。」と示された。
　その結果、兵庫県立南但馬自然学校（以下「本校」という。）を利用するすべての小学校が、自然学校
を４泊５日で実施するようになった。あわせて、本校に対して環境教育を視野に入れたプログラムの展
開等に関する相談や、事前の体験活動の充実を図る「出前講座」の依頼も増えてきている。
  本調査・研究委員会では、平成 19・20 年度に、「自然学校における児童の環境に関する意識の変化につ
いての調査－自然に対する児童の態度、行動に与える自然学校の影響－」１）についての調査・研究（以下「前
回調査」という。）を実施し、「自然学校で展開されるプログラムによっては、自然学校の実施の前後で、
自然に対する態度が、一部、肯定的に変容する」ことを報告している。しかし、自然学校終了３ヶ月後
の調査で、「せっかく自然学校で肯定的に変容した自然に対する態度も３ヶ月後には自然学校前の状態あ
るいはそれ以下に低下してしまう」という結果が出たことに対する検証や、自然に対する態度の変容と
事前学習やプログラムの詳細との関連性等との検証についても、さらに研究する必要があるとあわせて
報告している。
　そこで、今回は、前回調査での課題を踏まえ、以下の点について検証することを本研究の目的とし、
平成 21・22 年度に本校で実施された自然学校を検証し、環境教育を視野に入れたプログラムの展開等に
ついて評価することとした。

　＜検証課題１＞　自然学校の実施の直後において、直前と比較して、児童の自然に対する態度が肯定的
　　　　　　　　　に変容するのか。
　＜検証課題２＞　自然学校終了後に、児童の自然に対する態度が自然学校実施前の状態あるいはそれ以
　　　　　　　　　下に低下してしまうのか。
　＜検証課題３＞　児童の自然に対する態度の変容に事前学習が影響しているのか。
　＜検証課題４＞　児童の自然に対する態度の変容とプログラムの詳細とは関連性があるのか。

２ 方法

　⑴ 調査協力校の抽出

　調査・研究に当たっては、環境教育に取り組んでいる小学校を３校抽出し、前回調査で実施したの
と同じ「自然環境についてのアンケート」（以下「アンケート」という。）を実施するとともに、自然
学校プログラム展開との関連についての調査を実施することとした。

＜平成 21 年度調査協力校＞
    ・自然学校中に環境教育プログラムを取り入れている小学校
　　（Ａ小学校…児童数 163 名。平成 21 年９月に自然学校を実施）
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    ・３年生の環境体験事業と自然学校との関連を意識して取り組んでいる小学校
   　（Ｂ小学校…児童数 71 名。新型インフルエンザの影響で時期を 3 ヶ月遅らせて 8 月末に自然学校
　　を実施）

＜平成 22 年度調査協力校＞
    ・自然学校中に環境を意識した振り返りを取り入れている小学校
   　 （Ｃ小学校…児童数 30 名。平成 22 年５月に自然学校を実施）

　⑵ アンケートの実施

　　①　アンケートの内容
　アンケート調査用紙（資料１）は、前回調査と同様のものを使用した。これは、岡村２）が作成した
自然に対する認知的態度テストを参考にして、本調査・研究委員会で作成したもの（環境を意識した

「水」「森」「動物」「土」の４つの要因に関する内容を盛り込んだ 32 の質問項目と記述式項目）である。
質問については４段階で回答し、「非常にそう思う」を４点、「まったくそう思わない」を１点とした
合計を平均して、子どもたちの自然に対する意識を態度得点として求めた。これをその学校全体で合
計した後、一人あたりの態度得点の平均を出し、自然学校実施の前後での得点変化により意識の変容
を探るものである。

　　②　アンケートの実施について
　今回は、自然に対する態度と事前学習との関連についての参考とするため、自然学校１ヶ月前にも
調査を実施することとしたので、各校ともアンケート調査を４回（１ヶ月前、入校式前＜直前＞、退
校式後＜直後＞、１ヶ月後＜平成 21 年度は３ヶ月後に調査＞）実施した。
　調査協力校に対しては、実施１ヶ月前までにアンケート調査用紙を送付し、調査協力校教員に対し
てアンケート調査のねらいを十分に説明した。自然学校１ヶ月前と自然学校１ヶ月後については調査
協力校教員が、自然学校直前と直後については南但馬自然学校の調査担当者が、アンケート用紙に書
かれた質問文を読み上げ、調査協力校の５年生全児童が回答する形で実施した。
　但し、平成 21 年度は新型インフルエンザの流行により、期間を変更して実施する小学校があった
ため、アンケートの実施時期は３校同一条件とならなかった。

　　③　アンケート集計の方法
　アンケート結果は、次の表のように回答を態度得点に換算して、各学校ごとに合計得点の平均が自
然学校実施の前後でどのように変化しているか比較することにした。
　質問項目では否定的な問いの項目がある。例えば「土があると泥だらけになるので、土はないほう
がよい。」という問いの項目に対して、「非常にそう思う」と回答した場合は「土に対する肯定的な意
識がない」と判断し、態度得点は１点とする。逆に、「まったくそう思わない」と回答した場合は「土
に対する肯定的な意識がある」と考え、態度得点は４点とする。
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　　　　　＜肯定的な問いの項目の得点＞
　　　　　　「非常にそう思う」（その項目に対して非常に肯定的な意識がある）　　　　　…４点
　　　　　　「少しそう思う」（その項目に対して肯定的な意識がある）　　　　　　　　　…３点
　　　　　　「あまりそう思わない」（その項目に対してあまり肯定的な意識がない）　　　…２点
　　　　　　「まったくそう思わない」（その項目に対してまったく肯定的な意識がない）　…１点
　　　　　＜否定的な問いの項目の得点＞（肯定的な問いの項目とは得点を逆に換算して集計する）
　　　　　　「まったくそう思わない」（その項目に対して非常に肯定的な意識がある）　　…４点
　　　　　　「あまりそう思わない」（その項目に対して肯定的な意識がある）　　　　　　…３点
　　　　　　「少しそう思う」（その項目に対して肯定的な意識がない）　　　　　　　　　…２点
　　　　　　「非常にそう思う」（その項目に対してまったく肯定的な意識がない）　　　　…１点

 
　⑶ 調査協力校のプログラム調査
　　①　自然学校実施前

　事前に調査協力校のプログラム展開等について十分に把握しておくことを目的とし、本校職員が調
査協力校に対して、下見時、電話、出前講座等を通して、自然学校で実施するプログラム展開の中味
やねらいについて聞き取りを行った。

　　②　自然学校実施期間中
　本調査・研究委員が、調査協力校の子どもたちとできる限り行動を共にし、実際の活動の様子を記
録した。

　　③　自然学校実施後
　本調査・研究委員が、協力校より事後に送付された「実施報告書」やアンケート結果（記述部分）
を分析し、不明な部分があれば、直接調査協力校教員から聞き取りをした。

３ 結果・考察
　⑴　＜検証課題 1 ＞「自然学校の実施の直後において、直前と比較して、児童の自然に対する態度が肯
　　定的に変容するのか」について
　　①　Ａ小学校の結果
　　　　表１　Ａ小学校の＜直前＞と＜直後＞における自然に対する態度得点の平均

　　　　　　　　　　　　

全国平均 水因子平均 森因子平均 動物因子平均 土因子平均
直　前 3.09 3.00 3.21 3.10 3.06
直　後 3.24 3.12 3.34 3.29 3.23

図１　Ａ小学校の＜直前＞と＜直後＞における自然に対する態度得点の平均
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　　②　Ｂ小学校の結果
　　　　表２  Ｂ小学校の＜直前＞と＜直後＞における自然に対する態度得点の平均

　　　　　　　　　　　　

 
                                   
　　③　Ｃ小学校の結果
　　　　表３　Ｃ小学校の＜直前＞と＜直後＞における自然に対する態度得点の平均

全体平均 水因子平均 森因子平均 動物因子平均 土因子平均
直　前 3.09 3.02 3.26 3.05 3.03
直　後 3.23 3.13 3.32 3.20 3.27

全体平均 水因子平均 森因子平均 動物因子平均 土因子平均
直　前 3.23 3.06 3.43 3.23 3.19
直　後 3.25 3.05 3.40 3.24 3.29

図２　Ｂ小学校の＜直前＞と＜直後＞における自然に対する態度得点の平均

図３　Ｃ小学校の＜直前＞と＜直後＞における自然に対する態度得点の平均
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　　④　考察
　Ａ小学校、Ｂ小学校では、「全体」はもちろんのこと、「水」「森」「動物」「土」の環境を意識した
すべての因子において、自然学校直前より直後の方が自然に対する態度得点が高まっている。Ｃ小学
校では、他の学校ほど直前・直後の変化は見られなかったが、直前での態度得点がＡ校・Ｂ校より高
水準にあったために顕著な変化は見られなかったのではないかと考えられる。
　前回調査でも同様の結果となったことから、児童の自然に対する態度は、自然学校直後には肯定的
に変容するといえる。

　⑵　＜検証課題２＞「自然学校終了後に児童の自然に対する態度が自然学校前の状態あるいはそれ以下に
　　低下してしまうのか」について
　　①　Ａ小学校の結果
　　　　表４　Ａ小学校の＜直後＞と＜３ヶ月後＞における自然に対する態度得点の平均

　
　　　　　　　

全体平均 水因子平均 森因子平均 動物因子平均 土因子平均
直　　後 3.24 3.12 3.34 3.29 3.23
3 ヶ月後 3.07 2.93 3.17 3.12 3.06

差 0.17 0.19 0.17 0.17 0.17

図４　Ａ小学校の＜直後＞と＜３ヶ月後＞における自然に対する態度得点の平均
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　　②　Ｂ小学校の結果
　　　　表５　Ｂ小学校の＜直後＞と＜３ヶ月後＞における自然に対する態度得点の平均

全体平均 水因子平均 森因子平均 動物因子平均 土因子平均
直　　後 3.23 3.13 3.32 3.20 3.27
3 ヶ月後 3.09 2.97 3.22 3.12 3.07

差 0.14 0.16 0.10 0.08 0.20

　　③　Ｃ小学校の結果
　　　　表６　Ｃ小学校の＜直後＞と＜１ヶ月後＞における自然に対する態度得点の平均

　　④　考察
　すべての小学校において、「全体」はもちろんのこと、「水」「森」「動物」「土」の環境を意識した
すべての因子において、自然学校直後より、自然学校終了１ヶ月後（３ヶ月後）で自然に対する態度

図５　Ｂ小学校の＜直後＞と＜３ヶ月後＞における自然に対する態度得点の平均

図６　Ｃ小学校の＜直後＞と＜１ヶ月後＞における自然に対する態度得点の平均

全体平均 水因子平均 森因子平均 動物因子平均 土因子平均
直　　後 3.25 3.05 3.40 3.24 3.29
1 ヶ月後 3.16 3.02 3.23 3.19 3.20

差 0.09 0.03 0.17 0.05 0.09

2.7
2.8
2.9
3.0
3.1
3.2
3.3
3.4
3.5

3 ヶ月後
直後

全体 水 森 動物 土

全体 水 森 動物 土
2.7
2.8
2.9
3.0
3.1
3.2
3.3
3.4
3.5

1 ヶ月後
直後

―　25　―



得点が低下している。これは、前回調査と同様の傾向となった。
　低下した度合いを全体平均で見てみると、１ヶ月後に調査したＣ小学校では 0.09 ポイント、３ヶ月
後に調査したＡ小学校では 0.17 ポイント、Ｂ小学校では 0.14 ポイントとなっており、自然学校終了後、
日数が経てば経つほど、態度得点の平均の低下する度合いが大きい結果となった。

　⑶　＜検証課題３＞「児童の自然に対する態度の変容に事前学習が影響しているのか」について
　　①　Ａ小学校の結果
　　　　表７ Ａ小学校の＜１ヶ月前＞と＜直前＞における自然に対する態度得点の平均

　　②　Ｂ小学校の結果
　　　　表８　Ｂ小学校の＜４ヶ月前＞と＜直前＞における自然に対する態度得点の平均

図７　Ａ小学校の＜１ヶ月前＞と＜直前＞における自然に対する態度得点の平均

全体平均 水因子平均 森因子平均 動物因子平均 土因子平均
1 ヶ月前 3.11 3.02 3.24 3.13 3.06
直　　前 3.09 3.00 3.21 3.10 3.06

全体平均 水因子平均 森因子平均 動物因子平均 土因子平均
4 ヶ月前 3.29 3.23 3.47 3.22 3.24
直　　前 3.09 3.02 3.26 3.05 3.03

図８　Ｂ小学校の＜４ヶ月前＞と＜直前＞における自然に対する態度得点の平均
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　　③　Ｃ小学校の結果
　　　　表９　Ｃ小学校の＜１ヶ月前＞と＜直前＞における自然に対する態度得点の平均

　　　　　　　　

　　④　考察
　３小学校とも事前学習には積極的に取り組んだという報告を受けている。
　Ａ小学校では１ヶ月前に比べ直前では態度得点にほとんど変化がないことから、事前学習で高まっ
た態度得点が直前まで維持されたと考えられる。
　Ｃ小学校でも１ヶ月前に比べ直前では態度得点にほとんど変化がないことから、事前学習で高まっ
た態度得点が直前まで維持されたと考えられる。
　Ｂ小学校では１ヶ月前に比べ直前では態度得点が大きく低下している。これは、他校の結果などか
ら見て、１ヶ月前の事前学習で高まった態度得点が直前まで維持されると考えられるところ、新型イ
ンフルエンザの影響で第１回のアンケートを実施してから自然学校まで４ヶ月が経過したこと、夏休
みが終わる８月末からの自然学校実施となり、直前の指導に十分時間を取れなかったことが影響して
いるのではないかと考えられる。

図 10　３小学校の全体平均における態度得点の平均の変化

直前 3.23 3.06 3.43 3.23 3.19

図９ Ｃ小学校の＜１ヶ月前＞と＜直前＞における自然に対する態度得点の平均

図 ３小学校の全体平均における態度得点の平均の変化10

④ 考察

３小学校とも事前学習には積極的に取り組んだという報告を受けている。

Ａ小学校では１ヶ月前に比べ直前では 事前学習で高ま態度得点にほとんど変化がないことから、

った態度得点が直前まで維持されたと考えられる。

Ｃ小学校でも１ヶ月前に比べ直前では 事前学習で高ま態度得点にほとんど変化がないことから、

った態度得点が直前まで維持されたと考えられる。

態度得点が 他校の結果などＢ小学校では１ヶ月前に比べ直前では 大きく低下している。これは、

から見て、 と考えられる 新１ヶ月前の事前学習で高まった態度得点が直前まで維持される ところ、

型インフルエンザの影響で第１回のアンケートを実施してから自然学校まで４ヶ月が経過したこ

と、夏休みが終わる８月末からの自然学校実施となり、直前の指導に十分時間を取れなかったこと

が影響しているのではないかと考えられる。

図１０から、Ａ小学校、Ｃ小学校で自然学校１ヶ月前から直前までは態度得点が維持されている
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図９　Ｃ小学校の＜１ヶ月前＞と＜直前＞における自然に対する態度得点の平均
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　　②　Ｂ小学校のプログラム展開
　　　　（環境を意識した特徴的な活動…オリジナルオリエンテーリング、朝来山登山）

　⑷　＜検証課題４＞「児童の自然に対する態度の変容とプログラム展開とは関連があるのか」について
　　①　Ａ小学校のプログラム展開
　　　　（環境を意識した特徴的な活動…里山づくり、染め木実習、隠れ家づくり、森で遊ぼう）

活動形態　（全）…全員で活動　（班）…班で活動　（個）…個人で活動（個人選択活動含む）

午　　　　　前 午　　　　　後 夜

1 日目
（月）

・入校式（全）
・施設散策オリエンテーリング（班）

・学級会議（全）

2 日目
（火）

・カートンドック（全）
・染め木実習（班）

・里山づくり（植樹体験）（班）
・キャンプファイヤー（全）
・学級会議（全）

3 日目
（水）

・野外炊事（班） ・野外炊事続き（班）
・部屋チェンジ（全）
・学級会議（全）

4 日目
（木）

・選択プログラム（個）
（早朝登山、焼き板、クラフト、草木染め）

・選択プログラム（個）
（サイクリング、隠れ家づくり、森で遊ぼう）

・カウンシルファイヤー（班）
・学級会議（全）

5 日目
（金）

・染め木作り撤収（班） ・退校式（全）

活動形態　（全）…全員で活動　（班）…班で活動　（個）…個人で活動（個人選択活動含む）

午　　　　　前 午　　　　　後 夜

1 日目
（月）

・入校式（全）
・オリジナルオリエンテーリング（班）

・マウンテンバイク練習（全）
・火おこし練習（班）

・献立会議（班）

2 日目
（火）

・カヌー・カヤック体験（全）
　※円山川公苑にて

・カヌー・カヤック体験（全） ・手紙書き（個）

3 日目
（水）

・朝食「カートンドック」（全） ・朝来山登山（全） ・スタンツ練習（班）

4 日目
（木）

・食材買出し（班）
　※マウンテンバイクにて

・火おこし（班）
・オリジナル炊飯（班）

・キャンプファイヤー（全）

5 日目
（金）

・クラフト（個） ・退校式（全）

　図 10 から、Ａ小学校、Ｃ小学校で自然学校１ヶ月前から直前までは態度得点が維持されていること、
Ｂ小学校でも１ヶ月前の態度得点が一番高くなっていることから、児童の自然に対する態度の変容に
事前学習が影響していると考えられる。
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　　④　考察
　Ａ小学校では、『里山づくり』や『染め木実習』、『隠れ家づくり』や『森で遊ぼう』など森林・樹木としっ
かり触れ合える活動を取り入れており、環境教育を視野に入れたプログラム編成となっている。
　Ｂ小学校では、下見等事前に施設の特徴をよく調べており、学校独自で考案した『オリジナルオリ
エンテーリング』や朝来山のコースを生かした『朝来山登山』を設定しており、児童たちが施設の概
要をよく理解するとともに、自然とたくさん触れ合えるような仕掛けづくりができた。このような活
動を実施しながら、環境教育と関連づけた活動に取り組んだと考えられる。
　Ｃ小学校では、『野外炊事』を３日間続けて行い、「水を大切にすること」「ゴミを出さないこと」
等環境に関連した内容の振り返りカードを用意しており、毎日、それを元に振り返りをした。振り返
りをすることで、期間を通じて児童たちが環境について意識化できるきっかけづくりになったといえる。
　そして、自然学校実施直後のアンケートに回答した児童たちは、「今回の自然学校で、自然や環境
について考えたり感じたりできた活動は何ですか」という設問に対して、下記のように環境教育を視
野に入れたプログラムを挙げている。

＜今回の自然学校で、自然や環境について考えたり感じたりできた活動は何ですか＞
（自然学校実施直後の記述式アンケート結果）

　　　（Ａ小学校）
　　　　　・カウンシルファイヤー　・染め木　　・野外炊事　・里山づくり　・登山　・隠れ家づくり
　　　　　・キャンプファイヤー　・サイクリング　・オリエンテーリング　・森で遊ぼう
　　　（Ｂ小学校）
　　　　　・キャンプファイヤー　・野外炊事　・カヌー　・カヤック　・朝来山登山
　　　（Ｃ小学校）
　 　　　　・南但馬の自然　・朝来山登山　・森の中　・ハンモック　・一人寝テント泊
 　　　　　・水道の水を出しっぱなしにしてしまった　・３日間の野外炊事　・キャンプファイヤー

活動形態　（全）…全員で活動　（班）…班で活動　（個）…個人で活動（個人選択活動含む）

午　　　　　前 午　　　　　後 夜

1 日目
（月）

※入校前
　（電車と徒歩で入校）

・入校式（全）
・施設散策 OL（班）

・キャンプファイヤー（全）
・振り返り活動（全）

2 日目
（火）

・野外炊事（カレー作り）（班） ・手紙書き（個）
・一人寝テント泊（個）
・振り返り活動（全）

3 日目
（水）

・野外炊事（弁当作り）（班）
・選択プログラム（個）
　（朝来山登山、ハンモック作り、工作、隠れ家づくり）

・振り返り活動（全）

4 日目
（木）

・野外炊事（弁当作り）（班）
・選択プログラム（個）
　（サイクリング、ハンモック作り、工作、隠れ家づくり）

・振り返り活動（全）

5 日目
（金）

・退校式（全）
※退校後
　（竹田城ハイキング（登山））

　　③　C 小学校のプログラム展開
　　　　（環境を意識した特徴的な活動…３回の野外炊事、一人寝テント泊、毎日の振り返り活動）
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　また、＜検証課題１＞の考察から、すべての調査協力校で「児童の自然に対する態度は、自然学校
を体験することで肯定的に変容する」ことが明らかになったところである。
   態度得点の肯定的変容と上記の記述式アンケートの結果から、環境教育を視野に入れたプログラム
を展開することで、児童の自然に対する態度が肯定的に変容したのではないかと考えられる。

４　まとめ
　兵庫県教育委員会が発行している「環境教育副読本教師用指導の手引き」３）によれば、環境教育とは、

「単に自然と触れ合うだけでなく、人間と環境との関わりについての正しい認識に立ち、自らの責任ある
行動を持って、持続可能な社会の創造に主体的に参画できる人の育成をめざすもの」と定義してある。
　実際、自然体験活動の中での環境教育プログラムといえば、すぐにネイチャーゲームとか植林等、自
然と触れ合う活動を思い浮かべる。当然、体験がなければそこからくる学びもないわけであるから、そ
ういった活動を体験することは大切である。しかし、上記の環境教育の定義にもあるように、単に自然
と触れ合うだけでなく、人間と環境との関わりについて正しい認識を育てなければならない。つまり、
自然学校で体験したことを今後の生活に生かすという視点が大切になってくる。
　今回の調査協力校では、いずれの学校でも環境教育を視野に入れたプログラム展開がなされているこ
とで、自然学校を通して児童の自然に対する態度も肯定的に変容したのではないかと考えられるが、自
然学校１ヶ月後（３ヶ月後）の調査では、前回調査と同様、せっかく肯定的に変容した児童の自然に対
する態度も元に戻ってしまうということも明らかになった。子どもたちは、大自然の中で、ある意味不
自由な５日間の生活を通して、物を大切にしよう、水を大切にしよう、目の前にある豊かな自然をいつ
までも保とう、無駄な電気は消そうなど、レベルの差はあるかもしれないが環境に対する意識が育って
きている。しかし、家庭や学校に帰って便利な生活に戻ってしまうと、環境に関する意識が薄れてしま
うのは致し方ないのかもしれない。今回の調査結果から、自然学校が終わった後にも環境を意識した取
組を継続していく必要性を改めて認識できた。また、最近では学校だけでなく、兵庫県下の各自治体や
企業、各家庭等でも、適切な室内温度への配慮、節電節水、ゴミの分別収集などの取組が進み、一人一
人が環境について意識するようになってきた。実際、ゴミの分別収集に関していえば、私たち調査・研
究委員もいつの間にか習慣化し、今では自然と可燃ゴミと資源ゴミとを分別するようになっている。こ
ういった環境を意識した取組など、学校だけでなく家庭や地域を巻き込んで取り組んでいくことも大切
になってくる。
　冒頭の目的のところでも述べたが、兵庫県では、小学校３年生の環境体験事業と小学校５年生の自然
学校との系統性、関連性を図りながら、持続可能な社会の創造に主体的に参画できる人の育成を目指し
環境教育に取り組んでいるところである。また、自然学校推進事業 20 年目の評価検証４）でも「自然学校
での体験活動をその場限りの活動で終わらせず、自然学校を核とした事前・事後の学習や活動と関連させ、
まとまりのある教育活動として実施することが大切ではないか。」と指摘されている。
　今回の調査結果から、自然学校で変容した児童の自然に対する態度を効果的に継続していくためには、
①小学校３年生の環境体験事業から小学校５年生の自然学校への関連性を図るために小学校４年生でも
継続的に環境教育を視野に入れた取組を実施すること。②自然学校実施期間中に環境教育を視野に入れ
たプログラムを展開すること。③自然学校実施後も環境教育を視野に入れた取組を継続して実施するこ
と。④学校だけでなく家庭や地域と連携して環境教育を視野に入れた取組を実施することが重要ではな
いかと考えられる。
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【資料】
　・「自然環境についてのアンケート」用紙（資料１）
　・「自然環境についてのアンケート」結果のまとめ（資料２）
　・環境教育を視野に入れたプログラムの展開例 5）（資料３）
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　１）　山田誠、中野友博、東智之、藤原尚、髙見忠宏「自然学校における児童の環境に関する意識の変化
　　についての調査－自然に対する児童の態度、行動に与える自然学校の影響－」平成 19･20 年度南但馬自
　　然学校研究紀要
　２）　岡村泰斗 (1995)「キャンプにおける環境教育プログラムが小中学生の自然に対する態度と知識に及
　　ぼす効果」筑波大学体育研究科研究論文集
　３）　環境教育副読本編集委員会（平成 19 年３月発行）「環境教育副読本　教師用指導の手引き（小学校
　　高学年用）」兵庫県教育委員会
　４）　自然学校評価検証委員会（平成 20 年３月発行）「自然学校推進事業 20 年目の評価検証　生きる力　
　　を育む自然学校－自然等との感動的な出会い、集団での学びと連帯感、社会的自立へのステップ－」　
　　兵庫県教育委員会
　５）　南但馬自然学校プログラム研究委員会（平成 16 年３月発行）「自然・人・地域に学ぶ－平成 14・　
　　15 年度兵庫県立南但馬自然学校プログラム研究委員会のまとめ－」南但馬自然学校
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資料 1

自然環境についてのアンケート（項目）
                                                                  兵庫県立南但馬自然学校

　（　　　　　　　　　　　　）小学校　出席番号（　　　　　）　（男 ・ 女）
                                      ☆のついている番号の項目は態度得点が逆となる項目

Ⅰ　このアンケートは、あなたが自然に対してどのように考え、どのように感じているかを知るためのアン
　ケートです。以下のそれぞれの意見に対し、あなたの考えに当てはまるところに○を付けてください。テ
　ストではありませんので、あまり深く考えずに思ったとおりに回答してください。

☆１　人間が生活することによって、川や海が汚れてもしかたない（水）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

　２　いろいろな鳥や動物がたくさんいるので、森は楽しい（動物）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

☆３　虫はこわいので、いないほうがよい（動物）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

　４　森の土は、雨水をたくわえるので大切だ（森）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

☆５　山の中の小川の水は消毒されていないので、飲みたくない（水）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

　６　森は、動物にとってなくてはならないものなので大切だ（森）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

　７　山や森にすむ野生動物にさわってみたいので、近くに寄ってきてほしい（動物）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

　８　土は、動物にとってなくてはならないものなので大切だ（土）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

☆９　山の小川はたいへん冷たいので、入りたくない（水）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない
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　10　いろいろな木や草花がたくさんあるので、森は好きだ（森）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

　11　昆虫は種類が多いので、観察するのが楽しい（動物）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

　12　土をよくしてくれるので、ミミズは大切な生き物だ（土）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

☆ 13　山の小川は岩が多くて危ないので、行きたくない（水）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

☆ 14　雑草が多いので、森はいやだ（森）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

　15　動物は、森にとってなくてはならないものなので大切だ（動物）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

　16　土の中の生き物を探してみることは、おもしろい（土）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

☆ 17　アマゴなどの川魚はヌルヌルするので、さわりたくない（水）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

　18　森は、水にとってなくてはならないものなので大切だ（森）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

　19　山や森にすむ野生動物はかわいいので、山の中で会ってみたい（動物）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

　20　森の土はとてもやわらかいので、気持ちがよい（土）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

　21　山の小川の中にはいろいろな生き物がいるので、探してみたい（水）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

―　33　―



　22　いろいろな虫がたくさんいるので、森は楽しい（森）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

　23　動物は、土にとってなくてはならないものなので大切だ（土）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

☆ 24　土があると泥だらけになるので、土はないほうがよい（土）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

　25　水は、生き物にとってなくてはならないものなので大切だ（水）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

☆ 26　迷ってしまうかもしれないので、森には入りたくない（森）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

☆ 27　山や森にすむ野生動物はこわいので、山の中で出会いたくない（動物）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

☆ 28　森の土はくさいので、さわりたくない（土）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

☆ 29　サンショウウオなどの水生生物は気持ち悪いので、さわりたくない（水）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

☆ 30　ケガをするかもしれないので、森にはいきたくない（森）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

☆ 31　クマなどの野生動物は人間をおそうかもしれないので、いなくなったほうがよい（動物）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

☆ 32　ミミズなどの土の中の生き物は気持ち悪いので、きらいだ（土）
　　　非常にそう思う　　　　　少しそう思う　　　　あまりそう思わない　　　　まったくそう思わない

                                                           御協力ありがとうございました
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２　あなたが、今回の自然学校で自然や環境について一番考えたり感じたりできた活動（一番考えたり感じ
　たりできたこと）を書いてください。

（アンケート④…自然学校１ヶ月後）
１　あなたが、１ヶ月前の自然学校で行った活動（体験）で、今も役に立っていることがあれば書いてくだ
　さい。

２　あなたが、１ヶ月前の自然学校をきっかけに始めたことで、今も続けていることがあれば書いてくださ
　い。

３　あなたが、１ヶ月前の自然学校で行った活動（体験）で、これからもチャンスがあれば行ってみたい（参
　加してみたい）と思う活動（体験）があれば書いてください。

自然環境についてのアンケート（記述）

（アンケート①…自然学校１ヶ月前）
あなたが、今回の自然学校で一番楽しみにしている活動（楽しみにしていること）を書いてください。
一番楽しみにしている活動

（楽しみにしていること）

その理由は何ですか

（アンケート②…自然学校直前）
あなたが、今回の自然学校で一番楽しみにしている活動（楽しみにしていること）を書いてください。
一番楽しみにしている活動

（楽しみにしていること）

その理由は何ですか

（アンケート③…自然学校直後）
１　あなたが、今回の自然学校で一番楽しかった活動（楽しかったこと）を書いてください。
一番楽しかった活動

（楽しかったこと）

その理由は何ですか

自然や環境について、一番考えたり
感じたりできた活動

（一番考えたり感じたりできたこと）

その理由は何ですか
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１　「自然に親しむ」をテーマとした展開例

　１日目：自然を身近に感じ、五感を働かせることの大切さを知ることにより、４泊５日の動機づけを図る。
　２日目：五感を働かせ、動物の生息に気づいたり野山の草花や樹木に関心をもつことにより、より自然を
　　　　　身近に感じる。
　　　　　発表会（振り返り）：ハイキングでの活動でデジタルカメラを持たせ、撮ってきた草花や動物ま
　　　　　たは痕跡を見せ合い、班ごとに活動の様子や発見を発表する。
　３日目：朝日が昇る様子や周りの風景の色の変化を感じることにより、自然からの感動を味わう。
　　　　　詩をつくる（振り返り）：登山を通しての新しい発見や実施後の感想を班ごとに話し合い、その
　　　　　ことを詩で表す。
　４日目：自然物がクラフトの様々な素材となることを理解するとともに、工夫して物を作ることの楽しさ
　　　　　を味わう。
　　　　　展示会（振り返り）：素材集めの楽しさや工夫したり苦労したことを発表し合いながら作品を鑑
　　　　　賞し、互いの良さを認め合う。
　５日目：自然物を使っての様々な遊びを体験することにより、日常の遊びを考え直す機会とする。
　事　後：展示会（振り返り）：草花で作った思い思いの作品を鑑賞し、工夫したことなどを話し合い、日
　　　　　常の自然に親しむ気持ちを継続させる。

２　「自然で遊ぶ」をテーマとした展開例

環境教育を視野に入れたプログラムの展開例

1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目

午前 入校 自然散策ハイキング
バードウォッチング
アニマルトラッキング

等
発表会
　（振り返り）

早朝登山

詩をつくる
　（振り返り）

自然物クラフト

展示会
　（振り返り）

野遊び

午後 施設散策
ネイチャーゲーム 退校

夜 ナイトハイク テント泊 ボンファイヤー

1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目

午前 入校 ロープワーク

隠れ家づくり

隠れ家づくり 隠れ家遊び 隠れ家片付け

午後 野遊び 退校

夜 隠れ家づくり会議 班会議
　（振り返り）

隠れ家遊び会議
隠れ家泊 カウンシルファィヤー

資料 3
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　１日目：自然物を使って遊ぶことにより、自然の中で過ごすことの楽しさを味わう。
　２・３日目：住を意識し、友だちと協力・創意工夫して作ることによって遊びの楽しさを味わう。
　　　　　班会議（振り返り）：隠れ家づくりの途中経過について話し合い、さらに素晴らしい隠れ家にし
　　　　　ていくための方策や協力について確認し、翌日のめあてを明確にする。
　４日目：山での様々な遊びを発見・体験することにより、日常生活の遊びを考える。
　　　　　カウンシルファイヤー（４日間の振り返り）：火を囲み思い出を語り合う。
　５日目：片付けと清掃を行うことにより、自然に感謝する気持ちを高める。
　事　後：５日間を振り返り、自然物を使って遊んだり、自然の中で過ごしたりすることの楽しさを感じた
　　　　　ことをもとに、自然を守るために身近にできることから取り組むことへつなげる。

３　「自然で作る」をテーマとした展開例

　１日目：自然とふれあうとともに、竹について知る。事前に竹の効果的な活用法について知る。
　２日目：竹細工を通して、自然物から作られている日用品や道具についてのよさを知る。
　　　　　班会議（振り返り）：道具や竹について気がついたことや、作業を通しての感想などを話し合い、
　　　　　自然物クラフトへの意欲づけを図る。
　３日目：草花などを使っての楽しい遊びを体験し、素材を加工して食卓を飾る置物を作る。自然物を使い
　　　　　個々に工夫しながらクラフトを仕上げ、作る喜びと自然物とふれあう楽しさを味わう。
　　　　　作品鑑賞会（振り返り）：素材集めの楽しさや工夫や苦労したことを発表し、作品を鑑賞する。
　４日目：木を拾うことも取り入れて野外炊事を実施する。食卓を自然物で飾ることにより、自然からの恵
　　　　　みが日常生活をより豊かにしていることやそのありがたさに気づく。
　　　　　カウンシルファイヤー（振り返り）：感想を班ごとに話し合い、みんなの前で発表し合う。
　５日目：４日間の感想を歌にして発表し合う。
　事　後：共同制作（自然物を使って）自然の素材を使っての制作をみんなで工夫して取り組むことにより、
　　　　　身近な自然について再認識するとともに、これからの生活に生かそうとする意欲を高める。

「自然・人・地域に学ぶ－平成１４・１５年度兵庫県立南但馬自然学校プログラム研究委員会のまとめ－」より（一部改変）

1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目

午前 入校 竹細工
・竹食器
・竹笛
班会議
　（振り返り）

野遊び
食卓の飾り物制作
素材・材料集め

自然物クラフト

野外炊事
（食卓に自然を感
じる工夫を）

森の音楽会
　（振り返り）

午後 自然観察
　（竹観察） 退校

夜 竹細工の話 クラフトの計画 作品鑑賞会
　（振り返り） カウンシルファィヤー
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